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「再生可能エネルギー情報提供システム」（REPOS） 

 

環境省が提供する再生可能エネルギーのポテンシャルを調べるツールである。 

https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/ 

 

（１） 再生可能エネルギーポテンシャルメニュー 

（２） 地域脱炭素化促進支援メニュー 

の二つのメニューから構成される。 

 

再生可能エネルギーポテンシャルメニュー 

 

機能 各再エネの導入ポテンシャルが表示される 

このメニューから調べたい地域毎の再エネのポテンシャルを調べることができる。 

 
 

例えば太陽光(建物系)の神奈川県を見ると 

太陽光（建物系）は、「官公庁」、「病院」、「学校」、「戸建住宅」、「集合住宅」、「工場・倉

庫」、「その他建物」、「鉄道駅」における太陽光発電の推計合算値を示される。 

推計は、航空画像、衛星画像、地図データを基に AI 技術を用いて推計している。 

 

 

https://www.renewable-energy-potential.env.go.jp/RenewableEnergy/
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小田原市では設備容量 568MW、年間発電量 754GWh のポテンシャルがあると示され

る。 

 

太陽光(土地系)を見ると 

 
小田原市では設備容量306MW、年間発電量404GWhのポテンシャルであると示される。 

 

地域脱炭素化促進支援メニュー 

市町村単位で再エネデータを数値表示したり、計画策定を支援するメニューが用意され

る。 

 
 

自治体再エネ情報カルテでは「概要版」「詳細版」「太陽光詳細版」「木質バイオマス詳細

版」がそれぞれ Excel 形式でダウンロードされる。 

 
概要版では、この図のように各種再エネ設備容量のポテンシャルが一覧で表示される。 
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詳細版では発電ポテンシャルと導入量が示される。 

 
 

太陽光詳細版では設備を設置できる分類ごとのデータが表示される。 

 
 

木質バイオマス詳細では熱と電気についてのデータが示される。 
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（１）  

再エネ目標設定支援ツールでは目標を設定するツールが Excel 形式で提供される。 

 

 
Excel による支援ツール 

 

促進区域検討促進ツールではマップ上に再エネポテンシャルが再エネ種類を選択すること

により表示される。 

 
太陽光ポテンシャルの例 

 


